
(57)【要約】

【課題】　従来技術に係る層状に形成された複数の分割

ウエイトは、旋回台後部に取り付けた時の後端が全て同

じ旋回半径となるものであるため、少数の分割ウエイト

を取り付けた時の吊上げ性能はより小型の移動式クレー

ンの吊上げ性能と同程度となるにもかかわらず、その後

端旋回半径は大型のもののままであり狭い現場での作業

性を損なうものであった。

【解決手段】　カウンタウエイト装置３２は、複数個の

分割ウエイトを必要個数だけ組み合わせ可能なウエイト

ブロック３３と、当該ウエイトブロック３３を旋回台後

部に脱着するウエイト脱着装置とを備え、装着するウエ

イトブロック３３を構成する分割ウエイトの個数が減少

するにしたがいウエイトブロック３３を旋回台後部に装

着した際にウエイトブロック３３により決定される旋回

台の後端旋回半径Ｒが減少するよう構成する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
走 行 車 両 に 旋 回 台 を 旋 回 自 在 に 搭 載 し 、 当 該 旋 回 台 に 伸 縮 ブ ー ム を 起 伏 自 在 に 枢 着 し た 移
動 式 ク レ ー ン の 前 記 旋 回 台 後 部 に 取 り 付 け ら れ る カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 で あ っ て 、
　 当 該 カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 は 、 複 数 個 の 分 割 ウ エ イ ト を 必 要 個 数 だ け 組 み 合 わ せ 可 能 な
ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク と 、 当 該 ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク を 旋 回 台 後 部 に 脱 着 す る ウ エ イ ト 脱 着 装 置 と
を 備 え 、 装 着 す る ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 分 割 ウ エ イ ト の 個 数 が 減 少 す る に し た が い
前 記 ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク を 旋 回 台 後 部 に 装 着 し た 際 に ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク に よ り 決 定 さ れ る 旋
回 台 の 後 端 旋 回 半 径 が 減 少 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 式 ク レ ー ン の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク は 、 前 記 分 割 ウ エ イ ト を 必 要 個 数 だ け 積 み 重 ね る こ と に よ り 組 み 合
わ せ 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 式 ク レ ー ン の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ウ エ イ ト 脱 着 装 置 は 、 旋 回 台 後 部 と ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク 間 に 配 置 さ れ る 油 圧 シ リ ン ダ を
備 え 、 当 該 油 圧 シ リ ン ダ の 伸 縮 に よ り ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク を 昇 降 す る も の で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 式 ク レ ー ン の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク は 、 複 数 の 分 割 ウ エ イ ト を 組 み 合 わ せ 可 能 で あ っ て 前 記 旋 回 台 後 部
下 方 に 装 着 さ れ る 第 １ ウ エ イ ト 群 と 、 複 数 の 分 割 ウ エ イ ト を 組 み 合 わ せ 可 能 で あ っ て 前 記
第 １ ウ エ イ ト 群 の 上 方 及 び 左 右 に 装 着 さ れ る 第 ２ ウ エ イ ト 群 と 、 複 数 の 分 割 ウ エ イ ト を 組
み 合 わ せ 可 能 で あ っ て 前 記 第 ２ ウ エ イ ト 群 の 上 方 か つ 前 記 旋 回 台 後 部 左 右 側 方 に 装 着 さ れ
る 第 ３ ウ エ イ ト 群 と 、 か ら 構 成 さ れ 、
　 同 一 の ウ エ イ ト 群 に 含 ま れ る 各 分 割 ウ エ イ ト は 同 一 後 端 旋 回 半 径 と な る よ う に 形 成 さ れ
、 前 記 旋 回 台 に は 第 １ ウ エ イ ト 群 、 第 ２ ウ エ イ ト 群 、 第 ３ ウ エ イ ト 群 の 順 に 装 着 可 能 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 式 ク レ ー ン の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 分 割 ウ エ イ ト を 組 み 合 わ せ た ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク を 備 え 、 分 割 ウ エ イ ト
の 個 数 を 増 減 す る こ と に よ り ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク 重 量 を 変 更 可 能 と し た 移 動 式 ク レ ー ン の カ
ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 オ ー ル テ レ ー ン ク レ ー ン 等 の 移 動 式 ク レ ー ン は 、 旋 回 台 に 枢 着 し た 伸 縮 ブ ー ム 先 端 に 吊
荷 を 吊 っ た と き の 安 定 を 確 保 す る た め 伸 縮 ブ ー ム の 反 対 側 と な る 旋 回 台 後 部 に カ ウ ン タ ウ
エ イ ト を 装 備 で き る よ う に す る こ と が 多 い 。 ま た 、 ク レ ー ン 作 業 時 の 吊 荷 の 重 量 に 応 じ て
カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 重 量 を 変 更 可 能 と す る 技 術 も 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照
。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ は 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 を 旋 回 台 の 側 方 よ り 見 た 図 で あ る
。 ま た 、 図 ９ は 図 ８ の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 を 旋 回 台 の 上 方 よ り 見 た 図 で あ る 。 移 動 式 ク
レ ー ン の 旋 回 台 後 部 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 は 左 右 一 対 配 置 さ れ た 昇 降 部 材 ８ に よ り 層 状
に 形 成 さ れ た 複 数 の 分 割 ウ エ イ ト ６ を 引 上 げ て 装 着 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 昇 降 部 材
８ は 昇 降 シ リ ン ダ １ ３ を 備 え て お り 、 昇 降 シ リ ン ダ １ ３ の 下 方 端 部 に は 横 方 向 ピ ン １ ４ が
設 け ら れ て い る 。 分 割 ウ エ イ ト ６ に は 昇 降 シ リ ン ダ １ ３ の 降 下 に 伴 い 昇 降 シ リ ン ダ の 伸 長
部 が 入 る 穴 が 設 け ら れ て お り 、 昇 降 シ リ ン ダ 伸 長 部 の 先 端 を 回 転 す る こ と に よ り 先 端 の 前
記 横 方 向 ピ ン １ ４ が 分 割 ウ エ イ ト ６ に 係 合 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 ま た 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 分 割 ウ エ イ ト ６ を 旋 回 台 後 部 に 取 り 付 け た 時 の 後 端 形 状 は
旋 回 中 心 か ら の 半 径 と 同 一 の 半 径 の 円 弧 と な る よ う 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 構 成 を 備 え る こ と に よ り 、 カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 は 必 要 な 個 数 の 分 割 ウ エ イ ト ６ を
引 上 げ て 旋 回 台 後 部 に 装 着 で き る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 重 量
を ク レ ー ン 作 業 に 応 じ た 重 量 に 調 整 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ５ ７ ８ ７ ９ 号 公 報 （ 第 ３ － ４ 頁 、 第 ２ 図 、 第 ３ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ が 、 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 従 来 技 術 に 係 る 層 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の 分 割 ウ エ イ ト
６ は 全 て 旋 回 台 後 部 に 取 り 付 け た 時 の 後 端 が 同 じ 旋 回 半 径 と な る も の で あ っ た 。 そ の た め
、 分 割 ウ エ イ ト ６ を 全 て 取 り 付 け た 時 の 後 端 旋 回 半 径 も 、 分 割 ウ エ イ ト ６ を １ 個 だ け 取 り
付 け た 時 の 後 端 旋 回 半 径 も 全 く 同 じ で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 少 数 の 分 割 ウ エ イ ト を 取 り 付 け た 時 の 吊 上 げ 性 能 は 、 よ り 小 型 の 移 動 式 ク レ ー ン の 吊 上
げ 性 能 と 同 程 度 と な る が 、 そ の 後 端 旋 回 半 径 だ け は 大 型 の も の の ま ま で あ り 、 大 き な 後 端
旋 回 半 径 は 狭 い 現 場 で の ク レ ー ン 作 業 に お け る 作 業 性 を 損 な う も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 装 着 す る 分 割 ウ エ イ ト の 個 数 が 減 少 す る に し た が い 後 端 旋 回 半 径 が
減 少 す る よ う に し た カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 で あ っ て 、 装 着 す る 分 割 ウ エ イ ト が 少 な い ク レ
ー ン 作 業 時 に は よ り 小 型 の 移 動 式 ク レ ー ン と 同 等 の 後 端 旋 回 半 径 と な る た め 、 ク レ ー ン 作
業 時 に お け る 作 業 性 に 優 れ た 移 動 式 ク レ ー ン を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 の 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 移 動 式 ク レ ー ン の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 は 、 走 行 車 両 に 旋
回 台 を 旋 回 自 在 に 搭 載 し 、 当 該 旋 回 台 に 伸 縮 ブ ー ム を 起 伏 自 在 に 枢 着 し た 移 動 式 ク レ ー ン
の 前 記 旋 回 台 後 部 に 取 り 付 け ら れ る カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 を 対 象 と し て い る 。 そ し て 、 当
該 カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 は 、 複 数 個 の 分 割 ウ エ イ ト を 必 要 個 数 だ け 組 み 合 わ せ 可 能 な ウ エ
イ ト ブ ロ ッ ク と 、 当 該 ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク を 旋 回 台 後 部 に 脱 着 す る ウ エ イ ト 脱 着 装 置 と を 備
え 、 装 着 す る ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 分 割 ウ エ イ ト の 個 数 が 減 少 す る に し た が い 前 記
ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク を 旋 回 台 後 部 に 装 着 し た 際 に ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク に よ り 決 定 さ れ る 旋 回 台
の 後 端 旋 回 半 径 が 減 少 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 移 動 式 ク レ ー ン の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 は 、 請 求 項
１ に 記 載 の 構 成 に 加 え て 前 記 ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク が 、 前 記 分 割 ウ エ イ ト を 必 要 個 数 だ け 積 み
重 ね る こ と に よ り 組 み 合 わ せ 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 本 願 の 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 移 動 式 ク レ ー ン の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 は 、 請 求
項 １ に 記 載 の 構 成 に 加 え て 前 記 ウ エ イ ト 脱 着 装 置 が 、 旋 回 台 後 部 と ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク 間 に
配 置 さ れ る 油 圧 シ リ ン ダ を 備 え 、 当 該 油 圧 シ リ ン ダ の 伸 縮 に よ り ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク を 昇 降
す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 本 願 の 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 移 動 式 ク レ ー ン の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 は 、 請 求
項 １ に 記 載 の 構 成 に 加 え て 前 記 ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク が 、 複 数 の 分 割 ウ エ イ ト を 組 み 合 わ せ 可
能 で あ っ て 前 記 旋 回 台 後 部 下 方 に 装 着 さ れ る 第 １ ウ エ イ ト 群 と 、 複 数 の 分 割 ウ エ イ ト を 組
み 合 わ せ 可 能 で あ っ て 前 記 第 １ ウ エ イ ト 群 の 上 方 及 び 左 右 に 装 着 さ れ る 第 ２ ウ エ イ ト 群 と
、 複 数 の 分 割 ウ エ イ ト を 組 み 合 わ せ 可 能 で あ っ て 前 記 第 ２ ウ エ イ ト 群 の 上 方 か つ 前 記 旋 回
台 後 部 左 右 側 方 に 装 着 さ れ る 第 ３ ウ エ イ ト 群 と 、 か ら 構 成 さ れ 、 同 一 の ウ エ イ ト 群 に 含 ま
れ る 各 分 割 ウ エ イ ト は 同 一 後 端 旋 回 半 径 と な る よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 旋 回 台 に は 第 １ ウ エ
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イ ト 群 、 第 ２ ウ エ イ ト 群 、 第 ３ ウ エ イ ト 群 の 順 に 装 着 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 願 の 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 移 動 式 ク レ ー ン の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 は 、 装 着 す る ウ エ
イ ト ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 分 割 ウ エ イ ト の 個 数 が 減 少 す る に し た が い 前 記 ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク
を 旋 回 台 後 部 に 装 着 し た 際 に ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク に よ り 決 定 さ れ る 旋 回 台 の 後 端 旋 回 半 径 が
減 少 す る よ う に 構 成 し た の で 、 装 着 す る 分 割 ウ エ イ ト が 少 な い ク レ ー ン 作 業 時 に は よ り 小
型 の 移 動 式 ク レ ー ン と 同 等 の 後 端 旋 回 半 径 と な る た め 、 ク レ ー ン 作 業 時 に お け る 作 業 性 に
優 れ た 移 動 式 ク レ ー ン を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 移 動 式 ク レ ー ン の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 は 、 前 記 ウ
エ イ ト ブ ロ ッ ク が 前 記 分 割 ウ エ イ ト を 必 要 個 数 だ け 積 み 重 ね る こ と に よ り 組 み 合 わ せ 可 能
で あ る の で 、 積 み 重 ね る と い う 単 純 な 作 業 で 多 数 の 分 割 ウ エ イ ト を 容 易 に 組 み 合 わ せ ウ エ
イ ト ブ ロ ッ ク を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 本 願 の 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 移 動 式 ク レ ー ン の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 は 、 前 記
ウ エ イ ト 脱 着 装 置 が 旋 回 台 後 部 と ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク 間 に 配 置 さ れ る 油 圧 シ リ ン ダ を 備 え 、
当 該 油 圧 シ リ ン ダ の 伸 縮 に よ り ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク を 昇 降 す る も の で あ る の で 、 伸 縮 ブ ー ム
を 移 動 式 ク レ ー ン の 車 両 部 後 方 に 向 け た 姿 勢 で 車 両 フ レ ー ム 上 に 必 要 個 数 の 分 割 ウ エ イ ト
か ら な る ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク を 組 み 合 わ せ た 後 に 、 前 記 油 圧 シ リ ン ダ を 縮 小 す る こ と に よ り
容 易 に 大 重 量 の ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク を 旋 回 台 後 部 に 装 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 本 願 の 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 移 動 式 ク レ ー ン の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 は 、 前 記
ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク が 、 前 記 旋 回 台 後 部 下 方 に 装 着 さ れ る 第 １ ウ エ イ ト 群 と 、 前 記 第 １ ウ エ
イ ト 群 の 上 方 及 び 左 右 に 装 着 さ れ る 第 ２ ウ エ イ ト 群 と 、 前 記 第 ２ ウ エ イ ト 群 の 上 方 か つ 前
記 旋 回 台 後 部 左 右 側 方 に 装 着 さ れ る 第 ３ ウ エ イ ト 群 と 、 か ら 構 成 し た の で 、 旋 回 台 後 部 の
周 囲 に 余 す こ と な く 大 量 の 分 割 ウ エ イ ト を 配 置 す る こ と が で き る 。 加 え て 、 同 一 の ウ エ イ
ト 群 に 含 ま れ る 各 分 割 ウ エ イ ト は 同 一 後 端 旋 回 半 径 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る の で 、 同
一 の ウ エ イ ト 群 の 各 分 割 ウ エ イ ト を 容 易 に 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 前 記 旋 回 台 に は 第 １ ウ エ イ ト 群 、 第 ２ ウ エ イ ト 群 、 第 ３ ウ エ イ ト 群 の 順 に 装 着
可 能 で あ る の で 、 第 ３ ウ エ イ ト 群 、 第 ２ ウ エ イ ト 群 、 第 １ ウ エ イ ト 群 の 順 に 旋 回 台 後 部 に
装 着 す る そ れ ぞ れ の ウ エ イ ト 群 を 構 成 す る 分 割 ウ エ イ ト の 個 数 を 減 少 し て い く と 、 前 記 ウ
エ イ ト 群 の 変 わ り 目 に 後 端 旋 回 半 径 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 を 備 え た 移 動 式 ク レ ー ン の 上
部 構 造 Ａ を 示 す 。 な お 、 （ ａ ） 図 は 上 部 構 造 Ａ の 側 面 か ら 見 た 図 で あ り 、 （ ｂ ） 図 は 後 方
か ら 見 た 図 で あ り 、 （ ｃ ） 図 は 上 方 か ら 見 た 図 で あ る 。 実 施 の 形 態 に 係 る 移 動 式 ク レ ー ン
は 、 図 示 し な い 走 行 車 両 に 旋 回 台 ３ ０ を 旋 回 自 在 に 搭 載 し 、 当 該 旋 回 台 ３ ０ に 伸 縮 ブ ー ム
３ １ を 起 伏 自 在 に 枢 着 し て い る 。 旋 回 台 ３ ０ の 後 部 に は カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 ３ ２ が 取 り
付 け ら れ て い る 。 カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 ３ ２ は 、 複 数 個 の 分 割 ウ エ イ ト を 必 要 個 数 だ け 組
み 合 わ せ 可 能 な ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク ３ ３ と 、 当 該 ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク ３ ３ を 旋 回 台 後 部 に 脱 着
す る ウ エ イ ト 脱 着 装 置 と を 備 え て い る 。 な お 、 Ｃ は 旋 回 中 心 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 ３ ２ を 説 明 す る た め に 、 図 １ （ ｂ ） に 示 し た 分 割 ウ エ イ ト
と ウ エ イ ト 脱 着 装 置 を ば ら ば ら に 分 離 し て 図 示 し た も の で あ る 。 本 図 は カ ウ ン タ ウ エ イ ト
装 置 ３ ２ の 全 体 構 成 の 理 解 を 図 る た め の も の で あ っ て 、 本 図 の よ う な 状 態 が 現 実 に あ る わ
け で な い の は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 ３ ４ は サ ブ ウ イ ン チ ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 前 記 旋 回 台 ３ ０ の 後 部 に 脱 着 可 能 と さ れ て お り
、 旋 回 台 ３ ０ と 一 体 と な っ て 旋 回 台 後 部 を 構 成 す る も の で あ る 。 サ ブ ウ イ ン チ ユ ニ ッ ト ３
４ に は 、 サ ブ ウ イ ン チ を 構 成 す る ド ラ ム 、 減 速 機 、 油 圧 モ ー タ 等 が ウ イ ン チ ケ ー ス ４ １ に
納 め ら れ て い る 。 ３ ５ は 第 １ 分 割 ウ エ イ ト で あ っ て 、 最 初 に 旋 回 台 後 部 に 取 り 付 け ら れ る
ウ エ イ ト で あ る 。 第 １ 分 割 ウ エ イ ト ３ ５ は 厚 板 部 ３ ６ を 備 え て お り 、 当 該 厚 板 部 ３ ６ は 熱
間 圧 延 鋼 板 を 用 い て 製 作 し て も よ く 、 鋳 造 に よ り 製 作 し て も よ い 。 ３ ７ は 厚 板 部 ３ ６ の 左
右 に 一 対 配 置 さ れ た 油 圧 シ リ ン ダ で あ っ て 、 ウ エ イ ト 脱 着 装 置 ３ ８ の 一 部 を 構 成 す る も の
で あ る 。 油 圧 シ リ ン ダ ３ ７ は そ の シ リ ン ダ 部 ３ ９ が 前 記 厚 板 部 ３ ６ に 固 定 さ れ て お り 、 ロ
ッ ド 部 ４ ０ が 上 方 を 向 い て 配 置 さ れ て い る 。 ロ ッ ド 部 ４ ０ の 先 端 ボ ス は 前 記 ウ イ ン チ ケ ー
ス ４ １ の 下 部 左 右 に 一 対 配 置 さ れ た 連 結 部 ４ ２ に 連 結 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ２ 分 割 ウ エ イ ト ４ ４ は 、 前 記 第 １ 分 割 ウ エ イ ト ３ ５ に 積 み 重 ね ら れ る も の で あ っ て 、
前 記 油 圧 シ リ ン ダ ３ ７ が 通 る た め の 穴 ４ ５ を 備 え て い る 。 全 体 が 厚 板 状 に 形 成 さ れ て お り
、 凸 部 ４ ３ を 備 え る 点 は 第 １ 分 割 ウ エ イ ト ３ ５ と 同 様 で あ る 。 ４ ６ は 第 ３ 分 割 ウ エ イ ト で
あ っ て 、 全 体 が 厚 板 状 に 形 成 さ れ て お り 穴 ４ ５ 及 び 凸 部 ４ ３ を 備 え る 点 は 、 第 １ 分 割 ウ エ
イ ト ３ ５ 及 び 第 ２ 分 割 ウ エ イ ト ４ ４ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 述 し た 第 １ 分 割 ウ エ イ ト ３ ５ 、 第 ２ 分 割 ウ エ イ ト ４ ４ 、 第 ３ 分 割 ウ エ イ ト ４ ６ が 組 み
合 わ さ れ て 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ を 構 成 す る 。 図 ３ は 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ を 旋 回 台 ３ ０ に 装
着 し よ う と し た と き の 状 態 を 側 方 よ り 見 た 図 で あ る 。 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ は 組 み 合 わ さ れ
た 状 態 で 車 両 フ レ ー ム ４ ８ の 上 面 に 載 置 さ れ て い る 。 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 第 １ ウ エ イ ト
群 ４ ７ を 構 成 す る 第 １ 分 割 ウ エ イ ト ３ ５ 、 第 ２ 分 割 ウ エ イ ト ４ ４ 、 第 ３ 分 割 ウ エ イ ト ４ ６
は そ の 後 端 面 ４ ９ が 同 一 面 と な っ て お り 、 旋 回 台 ３ ０ に 装 着 さ れ た と き に は 同 一 後 端 旋 回
半 径 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 降 、 図 ３ か ら 図 ５ に よ り 本 願 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 ３ ２ に よ る ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク の
旋 回 台 ３ ０ へ の 装 着 手 順 を 説 明 す る 。 図 ３ に 示 す よ う に 第 １ 分 割 ウ エ イ ト ３ ５ に 設 け ら れ
た 油 圧 シ リ ン ダ ３ ７ の ロ ッ ド 部 ４ ０ に は 前 記 ウ イ ン チ ケ ー ス ４ １ の 連 結 部 ４ ２ が 連 結 さ れ
て お り 、 サ ブ ウ イ ン チ ユ ニ ッ ト ３ ４ が 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ の 上 方 に 位 置 し て い る 。 ５ ０ は
ウ イ ン チ ケ ー ス ４ １ 前 面 上 部 に 一 対 配 置 さ れ た 上 部 連 結 部 で あ り 、 旋 回 台 ３ ０ の 左 右 方 向
に 向 い た 連 結 ピ ン 用 の 穴 が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ５ １ は ウ イ ン チ ケ ー ス ４ １ 前 面 下 部 に
一 対 配 置 さ れ た 下 部 連 結 部 で あ り 、 旋 回 台 ３ ０ の 上 下 方 向 に 向 い た 連 結 用 の 穴 が 設 け ら れ
て い る 。 ５ ２ は 旋 回 台 ３ ０ 側 の 上 部 連 結 部 で あ っ て 、 前 記 サ ブ ウ イ ン チ ユ ニ ッ ト ３ ４ 側 の
上 部 連 結 部 ５ ０ と 同 様 に 連 結 ピ ン 用 の 穴 が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 ５ ３ は 旋 回 台 ３ ０ 側
の 下 部 連 結 部 で あ っ て 、 前 記 サ ブ ウ イ ン チ ユ ニ ッ ト ３ ４ 側 の 下 部 連 結 部 ５ １ の 穴 に は ま り
こ む 連 結 用 突 起 が 下 方 に 向 け て 設 け ら れ て い る 。 油 圧 シ リ ン ダ ３ ７ に は 図 示 し な い 油 圧 源
か ら の 油 圧 ホ ー ス が 連 結 さ れ 、 油 圧 が 供 給 さ れ る と 油 圧 シ リ ン ダ ３ ７ の ロ ッ ド 部 ４ ０ が 伸
長 し 、 サ ブ ウ イ ン チ ユ ニ ッ ト ３ ４ を 上 方 に 向 け て 上 昇 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は サ ブ ウ イ ン チ ユ ニ ッ ト ３ ４ が 旋 回 台 ３ ０ 後 部 に 連 結 さ れ た 状 態 を 示 し た 図 で あ る
。 前 記 サ ブ ウ イ ン チ ユ ニ ッ ト ３ ４ 側 の 上 部 連 結 部 ５ ０ の 穴 と 旋 回 台 ３ ０ 側 の 上 部 連 結 部 ５
２ の 穴 に 連 結 ピ ン ５ ４ が 同 時 に 貫 通 し て い る 。 ま た 、 サ ブ ウ イ ン チ ユ ニ ッ ト ３ ４ 側 の 下 部
連 結 部 ５ １ の 穴 に は 、 旋 回 台 ３ ０ 側 の 下 部 連 結 部 ５ ３ の 連 結 用 突 起 が は ま り 込 ん で い る 。
こ れ に よ り 、 サ ブ ウ イ ン チ ユ ニ ッ ト ３ ４ は 強 固 に 旋 回 台 ３ ０ に 連 結 さ れ て い る 。 こ の 状 態
か ら 、 油 圧 シ リ ン ダ ３ ７ の ロ ッ ド 部 ４ ０ を 縮 小 動 作 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ ウ エ イ ト 群 ４
７ を 上 方 に 引 き 上 げ る 。 油 圧 シ リ ン ダ ３ ７ は 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ の 前 後 の 重 心 線 上 に 配 置
さ れ て い る の で 、 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ 引 上 げ の 際 に ウ エ イ ト の 重 量 に よ っ て 油 圧 シ リ ン ダ
３ ７ の ロ ッ ド に 無 理 な 曲 げ モ ー メ ン ト が 発 生 す る こ と は 無 い 。 な お 、 後 述 す る 第 ２ ウ エ イ
ト 群 、 第 ３ ウ エ イ ト 群 に つ い て も そ の 重 心 は 油 圧 シ リ ン ダ ４ ０ の 位 置 と な る よ う に そ の 形
状 が 決 定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 油 圧 シ リ ン ダ ３ ７ が 縮 小 し 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ が 引 き 上 げ ら れ 、 旋 回 台 ３ ０ 後 部
に 装 着 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。 ５ ５ は ロ ッ ク ピ ン で あ っ て 、 当 該 ロ ッ ク ピ ン ５ ５ を 油 圧
シ リ ン ダ の ロ ッ ド 部 ４ ０ と ウ イ ン チ ケ ー ス の ブ ラ ケ ッ ト と の 間 に 貫 通 さ せ る こ と に よ り 、
油 圧 シ リ ン ダ ３ ７ が 伸 長 す る の を 防 止 す る 。 こ れ に よ り カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 着 が 完 了 し 、
ク レ ー ン 作 業 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は 図 ５ に 示 し た 状 態 を 上 部 構 造 Ａ と し て 説 明 す る 図 で あ る 。 な お 、 （ ａ ） 図 は 上 部
構 造 Ａ の 側 面 か ら 見 た 図 で あ り 、 （ ｂ ） 図 は 後 方 か ら 見 た 図 で あ り 、 （ ｃ ） 図 は 上 方 か ら
見 た 図 で あ る 。 （ ｃ ） 図 に 示 す よ う に こ の 状 態 で の 後 端 旋 回 半 径 は Ｒ １ で あ り 、 第 １ ウ エ
イ ト 群 ４ ７ の 後 部 は 半 径 Ｒ １ の 円 弧 に 形 成 さ れ て い る 。 後 端 旋 回 半 径 Ｒ １ の 値 は 、 こ の 移
動 式 ク レ ー ン が 取 り 得 る 後 端 旋 回 半 径 と し て は 最 小 の 半 径 と な っ て い る 。 こ の 場 合 、 後 端
旋 回 半 径 を 小 さ い ク ラ ス の 移 動 式 ク レ ー ン と 同 等 に で き る た め 、 小 さ い ク ラ ス の 移 動 式 ク
レ ー ン の 代 用 と し も 使 用 で き る こ と と な り 結 果 と し て 稼 働 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に 示 し た ６ ０ は 第 ４ 分 割 ウ エ イ ト で あ っ て 、 同 一 形 状 の も の が 左 右 一 対 設 け ら れ て
い る 。 第 ４ 分 割 ウ エ イ ト ６ ０ は 、 内 側 の 突 起 部 ６ １ を 前 記 第 ３ 分 割 ウ エ イ ト ４ ６ の 外 側 に
設 け ら れ た 係 合 溝 に 係 合 す る こ と に よ り 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ に 組 み 合 わ せ る よ う に な っ て
い る 。 第 ４ 分 割 ウ エ イ ト ６ ０ は そ の 高 さ が 大 き く 複 雑 な 形 状 で あ る こ と か ら 、 鋳 造 に よ っ
て 製 作 さ れ る 。 ６ ２ は 第 ５ 分 割 ウ エ イ ト で あ っ て 、 左 右 に 大 き く 広 が っ た 形 状 を 有 し て お
り 、 前 記 第 ３ 分 割 ウ エ イ ト ４ ６ と 第 ４ 分 割 ウ エ イ ト ６ ０ の 上 に 載 せ て 組 み 合 わ さ れ る 。 第
５ 分 割 ウ エ イ ト ６ ２ は 熱 間 圧 延 鋼 板 を 組 み 合 わ せ 溶 接 し て 製 作 さ れ る 。 第 ５ 分 割 ウ エ イ ト
６ ２ が 左 右 に 拡 が っ た 大 き な 面 積 を 有 す る も の と さ れ る 理 由 は 、 後 述 す る 第 ６ 分 割 ウ エ イ
ト を そ の 左 右 に 積 み 重 ね る こ と が で き る よ う に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ４ 分 割 ウ エ イ ト ６ ０ と 第 ５ 分 割 ウ エ イ ト ６ ２ と で 第 ２ ウ エ イ ト 群 ６ ３ を 構 成 す る 。 第
２ ウ エ イ ト 群 ６ ３ を 構 成 す る 第 ４ 分 割 ウ エ イ ト ６ ０ 、 第 ５ 分 割 ウ エ イ ト ６ ２ は そ の 後 端 面
が 同 一 面 と な っ て お り 、 旋 回 台 ３ ０ に 装 着 さ れ た と き に は 同 一 後 端 旋 回 半 径 と な る よ う に
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ７ は 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ に 第 ２ ウ エ イ ト 群 ６ ３ を 組 み 合 わ せ た 後 に 、 旋 回 台 ３ ０ に 装
着 し た 時 の 上 部 構 造 Ａ を 説 明 す る 図 で あ る 。 な お 、 （ ａ ） 図 は 上 部 構 造 Ａ の 側 面 か ら 見 た
図 で あ り 、 （ ｂ ） 図 は 後 方 か ら 見 た 図 で あ り 、 （ ｃ ） 図 は 上 方 か ら 見 た 図 で あ る 。 （ ｃ ）
図 に 示 す よ う に こ の 状 態 で の 後 端 旋 回 半 径 は Ｒ ２ で あ り 、 第 ２ ウ エ イ ト 群 ６ ３ の 後 部 は 半
径 Ｒ ２ の 円 弧 に 形 成 さ れ て い る 。 後 端 旋 回 半 径 Ｒ ２ の 値 は 、 前 記 第 １ ウ エ イ ト 群 の 後 端 旋
回 半 径 Ｒ １ よ り も 大 き く 、 こ の 移 動 式 ク レ ー ン が 取 り 得 る 後 端 旋 回 半 径 と し て は 中 間 の 半
径 と な っ て い る 。 す な わ ち 、 後 端 旋 回 半 径 は 中 間 の 大 き さ で あ る が 、 ウ エ イ ト 重 量 と し て
も 中 間 の 大 き さ で あ る の で 吊 上 げ 性 能 も 図 ６ に 示 し た 作 業 姿 勢 よ り も 大 き く と る こ と が で
き る 。 以 上 の よ う に 中 間 的 な 使 用 条 件 に も 適 し た 移 動 式 ク レ ー ン と し て 使 用 で き る こ と と
な り 結 果 と し て 稼 働 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ に 示 し た ６ ４ は 第 ６ 分 割 ウ エ イ ト で あ っ て 、 全 く 同 一 形 状 に 形 成 さ れ た 分 割 ウ エ イ
ト が ８ 個 用 意 さ れ て い る 。 図 １ （ ｃ ） に 示 し た よ う に 、 左 右 に 配 置 し た 第 ６ 分 割 ウ エ イ ト
６ ４ は 左 右 で 回 転 対 称 と な る 形 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 左 右 ど ち ら に も 配 置 す る こ と が
可 能 と な っ て い る 。 し た が っ て 、 第 ６ 分 割 ウ エ イ ト ６ ４ は 積 み 重 ね る 順 序 を 気 に す る こ と
な く 、 左 右 同 一 個 数 と な る よ う に 必 要 個 数 だ け 積 み 重 ね れ ば よ い よ う に な っ て い る 。 ま た
第 ６ 分 割 ウ エ イ ト ６ ４ の 上 面 に は 凸 部 が 設 け ら れ 、 下 面 に は 凹 部 が 設 け ら れ て お り 、 第 ６
分 割 ウ エ イ ト ６ ４ 同 士 を 上 下 に 積 み 重 ね れ ば 、 前 記 凸 部 と 凹 部 が 嵌 合 す る こ と に よ り し っ
か り と 組 み 合 わ さ れ る よ う に な っ て い る 。 第 ６ 分 割 ウ エ イ ト ６ ４ が 複 数 個 組 み 合 わ さ っ て
第 ３ ウ エ イ ト 群 ６ ５ を 構 成 す る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ は 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ に 第 ２ ウ エ イ ト 群 ６ ３ を 組 み 合 わ せ 、 さ ら に 第 ３ ウ エ イ ト 群
６ ５ を 組 み 合 わ せ た 後 に 、 旋 回 台 ３ ０ に 装 着 し た 時 の 上 部 構 造 Ａ を 説 明 す る 図 で あ る 。 （
ｃ ） 図 に 示 す よ う に こ の 状 態 で の 後 端 旋 回 半 径 は Ｒ ３ で あ り 、 第 ３ ウ エ イ ト 群 ６ ５ の 後 部
は 半 径 Ｒ ３ の 円 弧 に 形 成 さ れ て い る 。 後 端 旋 回 半 径 Ｒ ３ の 値 は 、 前 記 第 ２ ウ エ イ ト 群 の 後
端 旋 回 半 径 Ｒ ２ よ り も 大 き く 、 こ の 移 動 式 ク レ ー ン が 取 り 得 る 後 端 旋 回 半 径 と し て は 最 大
の 半 径 と な っ て い る 。 す な わ ち 、 後 端 旋 回 半 径 は 最 大 の 大 き さ で あ る が 、 ウ エ イ ト 重 量 と
し て も 最 大 の 大 き さ で あ る の で 、 こ の 移 動 式 ク レ ー ン と し て 最 大 の 吊 上 げ 性 能 を 発 揮 す る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 を 備 え た 移 動 式 ク レ ー ン の 上 部
構 造 Ａ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ （ ｂ ） に 示 し た 分 割 ウ エ イ ト と ウ エ イ ト 脱 着 装 置 を ば ら ば ら に 分 離 し て 図 示
し た も の で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ を 旋 回 台 ３ ０ に 装 着 し よ う と し た と き の 状 態 を 側 方 よ り 見 た
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 サ ブ ウ イ ン チ ユ ニ ッ ト ３ ４ が 旋 回 台 ３ ０ 後 部 に 連 結 さ れ た 状 態 を 示 し た 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ が 引 上 げ ら れ 旋 回 台 ３ ０ 後 部 に 装 着 さ れ た 状 態 を 示 し た 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 し た 状 態 を 旋 回 台 ３ ０ 全 体 と の 関 係 で 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 １ ウ エ イ ト 群 ４ ７ に 第 ２ ウ エ イ ト 群 ６ ３ を 組 み 合 わ せ た 後 に 、 旋 回 台 ３ ０ に 装
着 し た 時 の 上 部 構 造 Ａ を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 を 旋 回 台 の 側 方 よ り 見 た 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 図 ８ の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置 を 旋 回 台 の 上 方 よ り 見 た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
３ ０ ： 旋 回 台
３ １ ： 伸 縮 ブ ー ム
３ ２ ： カ ウ ン タ ウ エ イ ト 装 置
３ ３ ： ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク
３ ５ ： 第 １ 分 割 ウ エ イ ト
３ ７ ： 油 圧 シ リ ン ダ
３ ８ ： ウ エ イ ト 脱 着 装 置
４ ４ ： 第 ２ 分 割 ウ エ イ ト
４ ６ ： 第 ３ 分 割 ウ エ イ ト
４ ７ ： 第 １ ウ エ イ ト 群
６ ０ ： 第 ４ 分 割 ウ エ イ ト
６ ２ ： 第 ５ 分 割 ウ エ イ ト
６ ３ ： 第 ２ ウ エ イ ト 群
６ ４ ： 第 ６ 分 割 ウ エ イ ト
６ ５ ： 第 ３ ウ エ イ ト 群
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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